
 国際社会が一致団結して国際的な動物衛生に関する課題に取り組んでいくためにもＯＩＥとの協力が不可欠。
特に，世界の主要な家畜生産地域の一つであるアジア太平洋地域における動物衛生の向上は，食料安定供給
及び輸出入環境整備の観点から極めて重要であり，我が国への疾病侵入リスクの低減にも寄与。

 我が国が，アジア太平洋地域代表事務所の設置国として，引き続き，アジア太平洋地域における動物衛生の向
上において主導的な役割を果たしていくためには，早期の協定締結により，同事務所の円滑な活動を確保する
ことが必要。

背 景

主な内容

早期締結の必要性

 国際獣疫事務局（ＯＩＥ）は，世界の動物衛生の向上を主導する国際機関（１９２４年設立）。家畜伝染病に関する

研究及び調査の促進，疫病の発生及び撲滅に関する情報収集及び各国への通報，衛生基準の策定等を実施。

（本部：フランス・パリ，事務局長：モニーク・エロワ氏（フランス出身。任期：～２０２０年））。

 １９９２年，ＯＩＥ初の地域事務所として，アジア太平洋地域代表事務所が日本（東京）に開設され，地域の動物衛

生に関する活動の中核的な役割を果たしている。

 ＯＩＥから，同事務所への特権及び免除等の付与につき，累次にわたり要請あり。

 ２０１９年１２月，パリにて本協定に署名。

日本国政府

 法人格の付与

 文書の不可侵

 施設の不可侵

 訴訟手続の免除

 直接税及び関税の免除

 職員への出入国制限等の免除 等

任務遂行に必要な範囲で特権及び免除等を付与

ＯＩＥアジア太平洋
地域代表事務所
（於：東京）

Regional Representation 
for Asia and the Pacific

既に特権・免除等を
付与されている事務所

ＯＩＥ本部
（フランス・パリ）

地域代表事務所

欧州
（ﾛｼｱ・ﾓｽｸﾜ）

中東
（ﾚﾊﾞﾉﾝ・ﾍﾞｲﾙｰﾄ）

米州

（ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ・ﾌﾞｴﾉｽ
ｱｲﾚｽ）

アフリカ
（ﾏﾘ・ﾊﾞﾏｺ）

準地域代表事務所

東南アジア
（ﾀｲ・ﾊﾞﾝｺｸ）

中央アメリカ
（ﾊﾟﾅﾏ・ﾊﾟﾅﾏ）

南部アフリカ
（ﾎﾞﾂﾜﾅ・ハボロー

ネ）

北部アフリカ
（ﾁｭﾆｼﾞｱ・ﾁｭﾆｽ）

東部アフリカ
（ｹﾆｱ・ﾅｲﾛﾋﾞ）

欧州

（ﾍﾞﾙｷﾞｰ・ﾌﾞﾘｭｯｾ
ﾙ）

中央アジア

（ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ・ﾇﾙｽﾙﾀ
ﾝ）

―

（図）本部所在地とＯＩＥアジア太平洋
地域代表事務所の活動地域

（３２の国及び地域）

ＯＩＥ本部
【パリ】

ＯＩＥｱｼﾞｱ太平洋
地域代表事務所

【東京】
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